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(1) 

nX の中の「 0 」の個数を ns 、「1」の個数を nt とすると 

「 0」が「1」に、「1」が「10」に置き換わることから、以下の漸化式が成り立つ。 

1,0 11
1

1













ts

tst

ts

nnn

nn  

 

ns を消去すると 2)(11 ≧nttt nnn    )1(12 ≧nttt nnn    

1,1 1121  tstt であるから nn pt   

したがって、求める桁数 na は 
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(2) 

ルールに従えば、 nX の中で「 0」が 2個以上連続することはなく、「 0 」の両隣りは必ず「1」である。 

また、 nX の右端に現れる数字は、 nが奇数のとき「1」、 nが偶数のとき「 0 」である。 

したがって、nが奇数のとき、 nX の中のすべての「 0 」の右隣りに「1」が存在する。nが偶数のとき、右端

の「 0」以外の「 0」の右隣りに「1」が存在する。 

 

(1)より、 nX の中の「0」の個数は 1 nn ps で与えられ、 1n でも成立する。 

したがって、 ns を用いると、求める回数 nb は 
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